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トラス橋の崩壊防止手法開発のための大規模実験

岐阜工業高等専門学校正会員 O水 野 剛 規
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1.はじめに :トラス橋の米国での落橋事故や国内での斜材の破断事故

を受け，近年，崩壊危険部材(FCM部材)が破壊しても落橋を防ぐことが

重要視されている.腐食や疲労損傷さらに地震などにより橋梁の FCM部

材に破壊が生じた場合には，これを起点とした全体系の大規模崩壊によ

る落橋に進展する可能性がある.このような想定外の事象発生を防止す

るには， FCM部材が破壊した場合にも，進行性破壊などが生じないよう

に制御する考え方も設計に取り入れてし、く必要がある.従来の落橋防止

構造の考え方では，トラス橋全体系の崩壊による落橋を防止することは

困難で、ある.このような，構造系の崩壊によるトラス橋の落橋を防ぐた

めに，著者らは低コストで施工が容易なケーブルを用いた新たな崩壊防

止装置を提案 1)2)した.本研究では，この崩壊防止装置の適用性をトラス

橋の大型供試体を用いた実験で検討した結果を報告する.

2.実験概要 :実験供試体は，表 1に示す橋梁の1/5スケーノレとして，図

lに示す支間 12m， トラスの高さ l.4m，主構間隔 2mの供試体とする.

実験状況を写真 lに示し，ケーブノレ定着部の構造を写真2に示す.ケー

ブルは崩壊防止機能に特化させるため，トラス橋が終局状態を越えるま

で，死荷重や活荷重さらに地震力がケーブノレに作用しないことを前提と

している.したがって，実験でもすべての錘を載荷した後にケーブル設

置を行い，さらに緩んだ状態とした.緩みはケーブル長で管理し，受け

点で隙聞があることを確認した.計測の項目と位置を図 2に示す.中央

部の変位は糸巻き変位計で計測した.支点反力計測はロードセルを用

い，ケーブル張力は定着部のひずみから求めた.ひずみと張力の関係は

事前のキャリプレーションで求めた.本実験では設計荷重作用時を再現

するために載荷重量を下弦材の応力が設計応力

と同じレベルとなるように 36.8tとした.FCMの

破断は西側下弦材の中央部付近を高速切断機の

切断することで模擬した.

3 実験結果 :写真3に切断面を示す.切断は開

始から 57.36秒で完了した切断直後に供試体

のたわみが動的に増加し，それをケーブルが弾

性的に支えるのでケーブルと供試体全体の振動
(a)下弦材格点部

固定 lひずみゲージ

表 1対象橋梁

構造形式 |上路式単純トラス橋

支間長 I 60.0m 

主構 |間隔 :8.0m 高さ :7.0m 
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支間:12m， 高さ 1.4m，主構間隔:2m 

図-1 トラス橋実験供試体

写真1 実験状況

南側 (S)

図2計測方法と計測位置
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写真3 切断状況
変{立[mm]

写真4ケーブル受け点の状況:格点①(西側)
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図3ケーブル張力計測値内側ケーブル

一一一一SW_In(実験)一一 SW_In(解析)

一一一一SW_out(実験)一一 SW_out(解析)
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